
現在の企業を取り巻く環境は、高品質で低価格な製品を競合他社よりも早く市場に送りだすことが強く求められ
ています．また顧客から求められる、スペックは年々厳しくなってきています。
しかし数多くの企業の実状は、目の前にある問題・課題に翻弄されるいわゆる『モグラたたき的問題解決』の状
態になっています．またＫＫＤ（勘・経験・度胸）だけに頼った仕事はどの企業でも少なからず見受けられます。
企業として今後生き残っていくためには、ＫＫＤを活かした理論的な仕事の進め方、モグラたたきからの脱却は
必須です。また、設計段階での市場品質の作りこみ、開発期間短縮、低コスト製品の開発、歩留り向上・・・課
題は山積みです。

問題・課題

現状を打破するには、『現状の問題・将来の課題』を、

に変えなければいけません。

ITEQではお客様のお困り事に合った、有効な手法、仕組みづくりを共創し、現状の問題・将来の
課題を実テーマとして、一緒に成果出しまでお手伝いさせていただきます。

解決

品質(Ｑ),コスト(Ｃ),納期(Ｄ)に関わる問題・課題を解決す
るために有効な手法を各種取り揃えております。
研修では各手法の基本的な考え方を演習を交えて学びます。
実践テーマ指導との組み合わせがお勧めですが、研修のみの
設定も可能です。

お客様で抱えておられる問題・課題をテーマとし、
目的に合った手法を活用して成果出しまでお手伝い
します。これにより問題・課題解決能力が身につき、
社内で展開・定着します。
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Institute of Technology, Engineering and Quality

有限会社アイテックインターナショナル
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まずはお気軽にご相談、お問い合わせください。



③活動参加者の決定

　　第3・・・
0月目 1月目 2月目 3月目 4月目 5月目 6月目 7月目 8月目 9月目 10月目 11月目 12月目 ・・・

事前準備

テーマ実践 ・・・

報告会

第1フェーズ 第2フェーズ（継続テーマ＆新規テーマ）

初回 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目

準備

報告会

２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目初回

報告会

第2フェーズへ

２回目以降指導

活動の活性化や横展開のために報告会は有効です。
基本的にテーマは半年で目標達成を目指しますが、テーマの
ボリュームにより前後します。長期テーマの場合でも半年毎に
進捗目標を設定し、その進み具合や途中成果を確認します。

テーマの
選定目的に必要

な基礎研修

②社内で活動の目的を明確にする

④計画書の事前作成

⑤日程調整、機密保持契約書＆
コンサルティング契約書作成・締結

④次回までの実施事項の確認

活動開始

■社内に目的達成のために取り組みたいテーマを４～５件選定

事業課題として優先度の高いものや、改善効果金額の大きいも

のを選定。手段（手法）は意識しなくてOK！

■事前に計画書へ今回取り上げたテーマについて記入

事前に記入可能な欄だけで結構です。

計画書内の項目で、御社ですでにある

ものはそれを活用いただきます。

プロジェクト活動計画書   作成日付 :  

プロジェクトのテーマ名 次世代対応　携帯電話表示パネルの開発 ゴールの記述　　　　ｄｅｆｉｎｅ　　Ｙ=ｆ（Ｘ）  ⑥

   ⑤

プロジェクト情報  テーマの背景（現状の問題点or課題）・理由 Ｙ： 新方式の携帯電話パネルによる利益  ④

活動期間 開始年月日 　携帯電話用パネルは、液晶を中心に、各種方式が使われている． ⑨ ③
計画終了年月日 　2005年9月末 しかし環境負荷や、資源の有効利用、省電力化等の社会ニーズに Ｘ： 販売数量、コスト金額、販売価格 ⑧ ②

対して、いずれの方式も十分ニーズを満たしていると言えない。 ⑦ ①
所属 Business Unit 電子デバイス事業部 今回、X社で開発された新方式は全ての点で従来方式を大きく陵駕 見直し日付 PS 見直し日付 PS

部門名 開発設計2部 できる可能性が高い． アクションプラン  　  完了 　  
 部（室）名 新製品Xプロジェクト 　そこで、X社と共同でこの方式の新製品を開発することをテーマとした．  　 　   4 5 6 7 8 9 10 11 12 　 　 　 　

プロジェクトチームメンバー   （　　　）所属・役職名

・成果責任者: 開発部長　岩崎 ・チーム結成
・仕事バラシと担当決定

・実践責任者: チームリーダ　横山 ・マーケッティングと仕様決定
 ・要素技術開発

・メンバー: 田中 活動の種類 ・構想設計
中山 ・問題解決 ・詳細設計

・メンバー: 降幡 ・課題達成 ● ・１次試作と評価
 田代 ・その他 ・サンプル提出

・テーマ指導講師: 井上先生

活動内容（ねらい・目標・目標値） 指導会  6 3 1 5 2 7

X社の基本技術導入を行い、その基本技術に基づく製品設計をわが社側で行う． 研修     

コストは従来方式の主流である液晶パネル同等以下を必達とし、機能は全ての点でBM値以上とする．

QFDにより整理した、各特性と目標値を達成する．
QFD品質表X-aを参照のこと

但し、1年半の開発期間を、半年毎のマイルストーン決め、確実に計画達成する．
第1ステップ　　　　2005年4月から9月　　　　　　　　構想設計と第1次試作  
第2ステップ　　　　2005年10月から2006年3月　　　詳細設計と仕様確立
第3ステップ　　　　2006年4月から2006年9月　　　量産立ち上げ  

プロジェクト活動詳細 プロジェクト活動の進め方と適用範囲　  
年間概算効果金額 X社と我が社の特別プロジェクト活動として進め、月2回の

進捗ミーティングと毎月開催される役員会での報告を行う． 　 　
　　　内容と予測効果金額 金額 （億円） メンバーはマーケティング担当から、製造担当まで含み、

 主体は開発設計部が行う．

月利益金額 また、本プロジェクトは量産まで1年半であるが、半年毎に プロジェクトテーマ指導
100K×1200＝1億2000万円  マイルストーンを決め、各ステップの達成目標値を明確 ① 1st follow-up (Date: 　　　　　　　　　   )  ② 2nd follow-up (Date:                      )

年間予想利益 にして進める． 　 　
120000×12＝14.4億円/年  

目標達成までの具体的なテーマ解決実施事項

（PDPCで作成）
③ 3rd follow-up (Date:                      )  ④ 4th follow-up (Date:                       )

合計 14.4 別途作成 　 　 　
概算効果金額算出根拠

新製品初期販売計画数量
100K/月 月 確認サイン

製品利益予想 ⑤ 5th follow-up (Date:                      )  ⑥ 6th follow-up (Date:                      )
１２００円/パネル

 ⑦ 7th follow-up (Date:                      )  ⑧ 8th follow-up (Date:                      )

⑨活動完了報告 (完了日付                               )
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（定常状態）

コメント
成果責任者の確認とコメント

2005年4月1日

開始　2005
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開発進捗ステップ管理推移図

当月実施ｽﾃｯﾌﾟ
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累積ｽﾃｯﾌﾟ数

累積ｽﾃｯﾌﾟ数

■ITEQ事務局と御社ご契約担当者と契約書の締結
ITEQより機密保持契約書とコンサルティング契約書の雛形をお

送りし御社ご担当と内容の確認・修正・整合し活動開始前に締

結します。また御社と担当講師とのスケジュールを調整し日程

を決めます。

御社の目的や提案内容により活動の進め方は変わります。下記は活動の進め方の一例です。

①御社の要望＆目的の把握

②弊社から
コンサルティング内容の提案

③コンサルティング内容の
調整・整合・決定

④発注 ※御社発注方法に合わせる

①事務局担当の決定
■活動をスムーズに進めるために事務局担当を決定

活動の社内根回し、研修＆指導会の準備・運営、進捗のフォ

ローなどをご担当いただきます。

①計画書の確認

②PDPCの確認(初回は作成)

③実施結果の検討

■ＰＤＰＣ図作成を通して、問題・課題解決のために実施しなけれ
ばならない事項を整理し、業務の見える化と、
目標達成への道筋を明確にします。

２回目～

初回は講師と一緒に業務内容を確認
しながら作成＆修正していきます。

テーマの進捗を再確認し必要に応じて
修正します。

計画書をもとに、テーマについて説明いただき、事前に埋めれな
かった項目について作成します。

計画書で進捗を確認します。２回目～

■１日６時間指導。各テーマごとに時間配分いただき、
テーマ担当は自分の時間内だけ出席いただければ結構です。
準備物：①計画書

②工程・設備と現状について説明できる資料
③テーマに関する資料（データ）
これらの資料は原則エクセルデータで準備、パソコンで説明。

説明用としてパワーポイント等で新たに資料を作成する必要は

ありません。

初回

初回

■基礎知識研修受講者の決定
実テーマ指導にテーマを出す予定の方は基礎知識研修を必ず受

講してください。

■成果出しに必要な基礎知識研修の実施

活動に最低限必要な知識を身につけます。準備事項は研修によ

り変わります。④基礎研修の実施

■活動内容の整合後、発注

活動内容決定後、御社発注方法にあわせてご発注いただきます。

■提案内容をもとに再度御社要望との調整・整合をし、両社にて活動
内容を決定

■ITEQ事務局から御社ご担当に、御社要望に合わせた
コンサルティング内容の提案

内容、進め方、日数＆期間、お見積り、講師などの案を提案さ

せていただきます。

■御社ご担当とITEQ事務局間で御社要望などの確認
目的、内容、進め方、実施時期＆期間、ロケーション、予算、

推進体制などを確認させていただきます。また打合せ内容に機

密事項が含まれる場合、ご希望に応じて「秘密保持契約書(商談

用)をご提出させていただきます。


